
「ウィキペディア」で天文の記事を書いています

ウィキペディアン Ｋｏｖａｙａｓｈｉ

１．はじまりはクイズから

それは２０１２年、クイズイベントでの出来事でした。

「シェークスピアの戯曲『テンペスト』に登場す

る精霊の名前から名付けられた天王星の第１

衛星の名前は何でしょう？」

いやいやちょっと待ってくださいよ。天王星の

第１衛星「アリエル」は、アレクサンダー・ポープ

の戯曲『髪盗人』が元になっているはず……

「正解はアリエルです」

えー？ いったいどうしてそんなことに？ と

思って確認してみると「ウィキペディアにそう書い

てあった」とのこと。なるほど、ウィキペディアの

記事を読んでみると、確かにそう書いてあります

（図１）。

うぅぅむ、これは何とかせねば……。

いきなりクイズの話で失礼しました。私、ウィキペディア日本語版で、主に天文学や

天文学史、宇宙開発についての記事を執筆・編集している「Ｋｏｖａｙａｓｈｉ」と申しま

す。実は私、趣味で「クイズ」を３０年以上たしなんでいまして、まだ児玉清さんが司

会をされていた頃に朝日放送の『パネルクイズ アタック２５』で優勝して、パリ・カンヌ

旅行を獲得したこともあります。仲間内でも、サークルやクイズ大会に参加しているの

ですが、冒頭のようにウィキペディアに掲載された誤った情報を元にした問題のせい

で痛い目に遭う経験がたびたびありました。聞けば、ウィキペディアの記事は誰でも編

集ができるとのこと。「よし！自分で何とかしよう！」と決心したことが編集活動を始め

る直接のきっかけとなりました。

２．「ウィキペディア」とは？

オンライン百科事典「ウィキペディア」が世に誕生してから今年（２０２１年）１月でち

ょうど２０年になりました。皆さんも天文や宇宙に関する言葉をＷＥＢで検索して、ウィ

キペディアの記事に当たったことがあるでしょう。もうすっかり身近な存在となった感の

図１．アリエルとウィキペディアの
記事
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あるこのウィキペディアですが、そもそも「ウィキペディアとは何者なのか？」ということ

はあまりよく知られていません。

ウィキペディアは、「ウィキメディア財団」という非営利組織によって運営されている

多言語のオンライン百科事典です。ウィキメディア財団の定義によると、ウィキペディ

アは「信頼されるフリーなオンライン百科事典、それも質・量ともに史上最大の百科

事典を、共同作業で創り上げることを目的とするプロジェクト、およびその成果である

百科事典本体」とされています。２０２０年現在２９０以上の言語版のウィキペディア

が存在しており、日本語版には１２０万以上の記事が立項されています。これは記事

数で１３位、Ａ―Ｚのいわゆるラテン文字を使わない言語としてはロシア語版に次いで

２位の規模です。

この巨大なオンライン百科事典を動かすためサーバー運用だけでも莫大な費用

が掛かっていますが、プロジェクトの独立性を確保するため、運用に掛かる費用はほ

ぼ全て寄付と助成金で賄われています。アフィリエイト広告などがない代わりに、「寄

付金のお願い」が何度も表示されてイラ立たせることもあるかと思いますが、その辺り

は何とぞご理解ご容赦ください。

３．ウィキペディアの天文・宇宙関連の記事について

日本語版ウィキペディアには「天文学に関する記事」というカテゴリがあり、２０２０

年末で８，６００件以上の記事が登録されています。これらの記事に対して、昨年

（２０２０年）一年間で約４５００万件、平均で一日あたり約１２万件のページビュー（閲

覧数）がありました。その中でもペー

ジビューの多かった上位２０件のリ

ストを上げてみましょう。（表１）

やはり人気の高いのが「アルベル

ト・アインシュタイン」。人物では「ス

ティーブン・ホーキング」も変わらず

人気です。天体では、超新星爆発

を起こすのではないかと話題となっ

た「ベテルギウス」がよく読まれてい

ました。２位にランクインした「コロナ」

ですが、これは皆さんお察しの通り、

「ＣＯＶＩＤ―１９」について検索した人

が誤ってアクセスしたためで、

２０１９年に比べて１１倍以上閲覧さ

れていました。せっかくページビュー
表１．ウィキペディア天文学に関する人気記事

（２０２０年）
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が増えているのに記事の内容が古くまた貧弱なままではもったいないので、在宅勤務

の空き時間を使って全面改稿したところ、６月の月間強化記事賞に選定されました。

かつて日本語版のウィキペディアでは、恒星の固有名や星座の由来に誤りが多数

ありましたが、現在ではほぼ最新の内容にアップデートされています。恒星の固有名

や海外の研究者、宇宙機の名前などは、ほとんどの場合定められたカタカナ表記が

なく、「ケレス」なのか「セレス」なのか、「パーサヴィアランス」なのか「パーセベランス」

なのかなどなど、議論のタネに事欠きません。私どものルールでは、ウィキペディアの

せいで誤ったカタカナ表記が一人歩きすることがないように、国立天文台やＪＡＸＡと

いった研究機関や専門誌が使う表記を使うようにしています。

今後は、野尻抱影さんの『日本星名辞典』や北尾浩一さんの『日本の星名事典』

など貴重な文献を使って、日本独自の星の文化を各記事にもっと反映させていきた

いですね。

４．ウィキペディアを支える「ウィキペディアン」たち

ウィキペディアの記事自体は、匿名のボランティアたちの手によって無償で執筆・

編集・維持管理されています。日本語版だけでも１２０万を超える膨大な記事が、全

て無償の奉仕で作られているのは驚きですね。これらの記事を執筆・編集する人た

ちを総称して「ウィキペディアン」と呼びます。私もそんなウィキペディアンの一人で

す。

冒頭で私の例をご紹介しましたが、ウィキペディアンが記事の編集に携わる動機は

人それぞれ色合いが異なります。専門分野や社会思想の普及のために活動してい

る人、自身の知見を高める研鑽の場として編集に携わる人、誤った情報が広まるの

を正すために啓蒙活動に取り組む人など、各々にユニークな背景や動機があるよう

です。

ウィキペディアンは記事を執筆するだけではなく、記事の品質維持にも力を割いて

います。たとえば私の場合、朝と夕方の２回、天文学関連の記事の更新状況をチェ

ックしています。いたずらや悪意の編集があれば編集を差し戻し、善意の間違いや出

典の不備があれば注意を促したりしています。よく閲覧されている人気の高い記事ほ

ど「荒らし」に遭う機会が多くなりますが、あまり人気のない記事がこっそり改竄される

こともあるため、なかなか気が抜けません。

ウィキペディアン同士の編集や主張が競合し、論争となった場合はウィキペディア

ン間の互選で選出された「管理者」が調整に入り、話し合いでの解決を図ります。投

票を行うこともありますがこれも単なる多数決ではなく、議論を尽くして解決を図ろうと

するのがウィキペディアの特徴的なところです。

天文関連の記事を書いているウィキペディアンはどんな人たちでしょう？ 現在ア
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図２．日本語版ウィキペデイア
の編集ポリシー

クティブに天文関連の記事を執筆しているのは１０数名程度で、彼らのプロフィール

によると年齢層は１０代から上は５０代以上までと結構幅が広いようです。彼らは大

学や研究機関の研究者？それとも科学ジャーナリスト？ 私も彼らとはＷＥＢ上のや

り取りのみで、直接会って話をしたこともありませんので、プロフィールに書いてあること

以上のことはわかりません。編集内容を見る限り、私のような好事家がほとんどで、研

究者や学芸員、サイエンスライターといった専門家の方はほとんど編集に携わってい

ないようです。かく言う私も事務系会社人で、理学・工学系の教育や研究とは縁もゆ

かりもありません。

こう書いてしまうと「素人が書く記事の信頼性ってどうなの？」と思われるかも知れ

ません。世の中には「ウィキペディアの記事には誤りが多い」「信憑性が低い」と文句

を言う人もいらっしゃいます。

ごもっともです！質の悪い記事はまだ多く残っています。それでも、記事の質を高

めて信頼性を保つために、ウィキペディア独自のルールで歯止めを掛けています。

５．三つの編集方針と「信頼できる情報源」

ウィキペディアには、記事の信頼性を保つために

「中立的な観点」

「検証可能性」

「独自研究は載せない」

という三つの編集方針があります（図２）。

これらの方針に共通している重要な点は、

「「信頼できる情報源」に基づいて記事を書くこ

と」です。

「信頼できる情報源」とは、書籍や専門誌等

の刊行物やＷＥＢサイトなど、有償無償を問わ

ず誰もが見たり読んだりすることができるものが

対象となります。そして、記事を書く際には、これらの参考文献を出典として明示する

ことが求められます。言い換えると、ウィキペディアンには「自分が知っていること」と

「文献を提示して記事に書けること」との違いをわきまえて執筆することが求められま

す。つまり「自分だけが知っている世に知られぬ事実」は書けないということです。

たとえば、私の友人にウィキペディアの記事にもなっているスポーツジャーナリスト

がいます。その彼が「地中海のタコは美味いんだぞ。オレはそのタコを使ってタコ焼き

屋をやって生活する！」と言って欧州に移住した逸話はぜひとも彼の記事に書き加

えたいと思っているのですが、残念ながらこの話はどの文献にも書かれていません。

ウィキペディアでは「俺は間違いなく本人から聞いた」は通用しませんので、加筆を断

念しています。（書きたいなあ……がまんがまん）
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特に天文学関連の記事では、この

数年「検証可能性」や「独自研究を

載せない」などの方針を厳しく運用し

てきました。その甲斐もあってか、最

近立項された記事の多くに天文学の

専門書や海外の論文、天文データセ

ンターなど、信頼できる情報源が出

典として明示されるようになりました。

日本語の文献では、日本天文学会

のＷＥＢサイト『天文学辞典』を重宝し

ています（図３）。

６．ウィキペディアとの上手な付き合い方

最近では大学のレポート課題などで「ウィキペディアからの引用は避けるように」と

指導が入るそうです。ウィキペディアの記事は、何かを調べるときの取っ掛かりや入り

口となるものであって、研究や学業の根拠となるべきものではありませんので、妥当

な指導だと思います。

ウィキペディアの記事本文は、全体像を掴むために目を通すに留めて、出典として

挙げられた文献を読んで理解を深めることをおすすめします。我々ウィキペディアンも

よい「ポータル」であることを目指して記事を執筆しております。記事には必ず有意な

出典を付けるように心掛けていますので、ぜひ目を通してみてください。記事を読ん

で「怪しいな」と思われたときは、まず出典を確認しましょう。ろくに出典も付いていな

いような記事はハズレですので、そこを入り口にしてはいけません。

また、「クリティカル・シンキング（批判的思考法）」の訓練にも、ウィキペディアは良

い題材となります。大学教員の中には、内容に問題のある記事を読ませて、どこに問

題があるかを考えさせる課題を出す人もいます。課題で記事編集までされるとちょっ

と困るのですが、レポート課題としては面白い題材と思います。読んだものを鵜呑み

にせず、批判的に考察する訓練にぜひご活用ください。

７．おわりに

最後に、私が最近加筆・立項した記事も自薦でご紹介しておきましょう。

まず「ウォルフ・ライエ星」。これは昨年３月頃に記事が荒らされた際に、自分の勉

強のために英語版を翻訳しつつ、日本語の関連文献を読みあさって大幅に改稿した

もので、ウィキペディア全体の０．１％しかない「良質な記事」に選んでいただきまし

た。日本語で詳しく書かれた文献が少ないため、研究者の方にもご意見いただきた

いところです。

図３．天文学辞典
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星座では「ザクセン選帝侯の双剣座」（図

４）。これはドイツの天文学者ゴットフリート・キ

ルヒが考案した、現在は使われていない星

座です。彼のパトロンだったザクセン選帝侯を

称えて作った星座ですが、あまりに追従がひ

どかったためか、後の誰からも採り上げられ

ませんでした。なお、同じ見開きで星座絵が

紹介されているヘヴェリウスの「ソビエスキの

たて座」は、現在も「たて座」として健在で

す。

もう一つ、使われていない星座で「モモン

ガ座」（図５）。こちらは１９世紀にアメリカのク

ロスウェルという人が考案した星座で、なか

なか愛嬌のある笑顔で空を飛ぼうとしている

姿が印象的です。

最後に、先年日本天文遺産に選定された

「６ｍミリ波電波望遠鏡」（図６）。現在は三

鷹市の国

立天文台

に 保 存・

展示され

て い る、

日本の電波天文学の歴史のマイルストーンと言え

る電波望遠鏡の紹介記事です。いずれも、ウィキ

ペディアの該当記事をぜひご一読ください。

著者紹介 Ｋｏｖａｙａｓｈｉ

天文宇宙検定と星空宇宙天文検定のダブル１級が

自慢の天文好事家。ウィキペディアで天文・宇宙関

連記事の編集に携わって８年、最近は日本天文教

育普及研究会の会員として、ウィキペディアを通じた

天文普及に鋭意取組中。

図４．ザクセン選帝侯の双剣座

図５．モモンガ座

図６．６ｍミリ波電波望遠鏡
松本直記氏撮影
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